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第１章　地理的・歴史的環境と既往の調査
第１節　庄・蔵本遺跡について
国立大学法人徳島大学蔵本キャンパスは、徳島市庄町１丁目および蔵本町２丁目・３丁目にまたが
り所在する。2006 年に刊行された徳島県遺跡地図（徳島県教育委員会文化財課・徳島県埋蔵文化財
センター編 2006）によると、蔵本キャンパスは蔵本遺跡の大部分および庄遺跡の東端を含む範囲を
占める（第１図－５・６）。1998 年の時点で、蔵本キャンパスの範囲は庄遺跡の一部とみなされてい
たが、地籍上は大半が蔵本町に属し、庄町には西側の一部だけがかかることから、本調査室では暫定
的に庄・蔵本遺跡と呼称した（北條編 1998、第１図－１）。それ以降、本調査室では、この名称を使
用し続けており、もはや正式名称として定着した感がある。そこで、本報告でも遺跡地図での名称と
は別に、本学構内の範囲を独自に庄・蔵本遺跡と呼ぶこととする。
第２節　地理的環境
庄・蔵本遺跡は吉野川の支流である鮎喰川の下流域右岸、四国山地東端の眉山北麓に位置する。現
在の鮎喰川は、四国山地の雲早山に源を発し、外帯を約 50km 北流して吉野川と合流する。下流域では、
数面の沖積段丘面を伴う扇状地性平野が発達することが知られている。また、上流域で御荷鉾構造線
をはじめとする複数の破砕帯を通過していることに加え、地すべりや山腹崩壊により、下流域の平野
部において、礫層が厚く発達し、礫床河道となっている（古田 2005）。
吉野川下流域から河口付近の古環境をみると、約２万～１万８千年前には、海面の高さは現在に
比べ約 100m 前後低かったのに対し、その後の温暖化にともない海面が次第に上昇したとされる。約
６千年前の縄文海進のピークには、吉野川河口部の汀線は現在の地形面に比べ標高５m 程度内陸に入
り込んでいたと推定される。鮎喰川は直接、紀伊水道に注ぎ込み、河口部に三角州性扇状地を形成し
たとみられている。その後、やや寒冷化する弥生時代以降、海面の低下と吉野川から流出した土砂の
堆積により、三角州が発達していく（古田 1996・2005、平井 1998）。
第３節　歴史的環境
本学蔵本キャンパスは、全域が埋蔵文化財包蔵地の指定を受けており、縄文時代から江戸時代にい
たる複合遺跡の上に位置する。以下、周辺の遺跡について時代ごとに概観する。
旧石器時代　現在のところ、庄・蔵本遺跡周辺では旧石器時代の遺跡は確認されていない。徳島県内
においては、吉野川中流から下流域の北岸に同時代の遺跡が分布する（氏家 2002）。
縄文時代　徳島県内において、縄文時代草創期から前期の遺跡は存在するものの遺跡数は限られ、そ
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の様相は不明瞭である。中期になると遺跡数が若干増加し、三好郡東みよし町の加茂谷川支流沿い
に位置する加茂谷川１号岩陰や、吉野川中流域の美馬郡つるぎ町貞光前田遺跡では、船元Ⅰ式・里
木Ⅱ式の土器が確認される。鮎喰川下流域左岸の矢野遺跡（第１図－ 18）では、中期末から後期
前葉の集落が検出されている（湯浅 2002）。
　　一方、庄・蔵本遺跡周辺で遺跡形成が本格化するのは後期後葉以降であり（中村編 2011）、庄
遺跡（第１図－６）の財務省蔵本住宅地点で、後期後葉の住居址１棟が検出されている（岡山編
1999）。また、庄遺跡各調査地点では、後期末から晩期前半の土器や石器が確認されている（湯浅
2002、中村編 2011）。晩期後半には、名東遺跡（第１図－ 11）で自然落ち込み遺構から刻目突帯文
土器および石器が出土し（勝浦編 1990）、三谷遺跡では刻目突帯文土器と遠賀川式土器の共伴が認
められる（勝浦編 1997）。
弥生時代　庄・蔵本遺跡では、弥生時代前期の居住域・墓域・生産域を含む集落の全容が把握されつ
つあり、これらが隣接する南蔵本遺跡（第１図－４）まで広がることが確認されている（近藤編
2014 など）。一方、前期中葉〜前期末・中期初頭になると、洪水起源砂層によって遺跡の広範囲が
埋没した状況が確認されている（中村編 2011 など）。なお、庄・蔵本遺跡や名東遺跡周辺の旧河道
は、鮎喰川の旧分流の一部と考えられ、弥生時代初頭の居住域はこれらの旧分流の中州か眉山北麓
斜面に立地していたと想定されている（古田 2005）。
　　中期前葉から中葉には、庄・蔵本遺跡周辺において遺物自体は確認されるものの、居住域や墓域
は不明瞭である。一方、中期後葉になると、鮎喰川流域では、右岸の名東遺跡や庄・蔵本遺跡一帯
で数十基の方形周溝墓、左岸の矢野遺跡（第１図－ 18）で 30 棟前後の竪穴住居址が確認されるよ
うになるが、水田などの生産域はわかっていない。次の後期初頭になると本地域では、再び遺構、
遺物とも極端に減少する（近藤 2012）。なお、名東遺跡（第１図－ 11）では中期後葉から後期初頭
と考えられる扁平紐式銅鐸の埋納遺構が検出されている（勝浦編 1990）。
　　後期前半は、中期後半に比べ竪穴住居址の数は少なく墓域や生産域も不明瞭であるが、次の後期
後半から終末期になると、竪穴住居址数は増加し、中期後半の数を上回るようになる。矢野遺跡（第
１図－ 18）では蛇紋岩製勾玉の未成品が出土する遺構や鍛冶関連遺構、突線紐式銅鐸の埋納遺構
が検出されている。矢野遺跡の南に隣接する延命遺跡（第１図－ 19）では墳丘墓をはじめとする
墓域が認められ、石井城ノ内遺跡では水田が確認される（近藤 2012）。
古墳時代　眉山西北麓の丘陵尾根上には前期古墳が点在する。節句山古墳群（第１図－ 12・13）で
は２号墳から浮彫式獣帯鏡が出土している。八人塚古墳（第１図－ 15）は本学が測量調査を実施し、
全長約 60m の前方後円墳で川原石を用いた積石塚であることがわかっている（東ほか 2006）。庄・
蔵本遺跡の南にあたる眉山北麓では、今のところ前期古墳は確認されていない。また、当地域にお
ける中期古墳は未発見である。前期から中期の集落については、庄・蔵本遺跡などで、溝や井戸、
住居址が検出されているが、全容は不明瞭である。後期になると横穴式石室をもつ穴不動古墳（第
１図－ 14）などがみられるが、やはり集落域はわかっていない（北條編 1998、中村編 2011）。
古代　観音寺遺跡と敷地遺跡（第１図－ 16・17）の発掘調査により、多数の木簡および多彩な遺構・
遺物が確認され（藤川編 2002 など）、これらの遺跡一帯が国府であった可能性が高いとされている
2 第３節　歴史的環境
（藤川 2015 など）。一方、庄・蔵本遺跡と名東遺跡周辺では、大型の掘立柱建物跡や墨書土器、石帯、
木製祭祀具などが相対的に多くみられる点から、郡衙のうち名東郡であった可能性が指摘されてい
るが、それを決定づける根拠は未発見である（藤川 2002、早渕 2002）。また、この一帯では条里地
割に伴う可能性がある溝が検出されている。
中世　12 世紀後半から 13 世紀が中心時期とされる中島田遺跡（第１図－７）では、道路状遺構の両
側に規則的な屋敷地区画が確認されるとともに、椀形土器において他遺跡で一般的な和泉型瓦器椀
よりも吉備系土師器椀が集中して検出されている（石尾 2002b、島田 2008）。そこから当遺跡を物
資の集散地と評価し、さらに「市庭」跡（福家 2002）や「市町」（石尾 2002b）と解釈する見解も
ある。名東遺跡や庄遺跡周辺では、溝を中心とした遺構や瓦器・土師器などは検出されているが、
遺跡の性格は不明瞭である（福家 2002、島田 2008）。
近世　近世の庄・蔵本遺跡周辺は、城下町周辺の散村および水田であった可能性が高く、後述する鮎
喰川の改修工事などにより水田開発が進められていったと考えられる。その一方で、当該期の水田
開発により、古墳時代から中世の遺構の多くが削平された可能性が指摘される（中村編 2011）。ま
た、佐古に所在する蜂須賀家万年山墓所（第１図－２）は、10 代藩主蜂須賀重喜が藩政改革に伴っ
て造成した儒式の墓地で、以後蜂須賀家は仏式の興源寺と儒式の万年山による両墓制となった（徳
島県の歴史散歩編集委員会編 2009）。
　　鮎喰川の河川改修の記録は、1585（天正 15）年の逢庵堤が知られ、徳島城の築城および名東郡
の洪水対策のために、右岸の築堤が行われた。その後、享保年間（1716 ～ 1736 年）や寛政年間（1783
～ 1792 年）の工事によって、右岸の連続築堤が完成した。しかし、逆にこれが天井川化を加速させ、
今日にいたる洪水被害の一因となったという指摘もある（古田 2005）。ほかに、元禄年間（1688 ～
1704 年）には、鮎喰川流域右岸の水不足解消のため、袋井用水（第１図－９）の開削が開始された。
また、蔵本付近は伊予街道と讃岐街道の分岐点に位置し、交通の要所でもあったとされる（ふるさ
と徳島編集委員会編 1991）。
近現代　蔵本キャンパスおよびその周辺には、1907（明治 40）年、第 10 旅団司令部、歩兵第 62 連
隊が設置されたが、第１次大戦後は廃止された。これにかわり 1925（大正 14）年、歩兵第 43 連隊
が移駐し、1945（昭和 20）年まで存続することとなる。また、1908（明治 41）年に徳島衛戌病院
が設けられ、その後、徳島陸軍病院と改称された。1945 年７月４日の徳島大空襲の後、同月 24 日
に１トン爆弾によって、歩兵第 43 連隊本部を標的とした蔵本空襲があったとされる（山川 1995）。
　　終戦以降、連隊跡地には、1947 年に官制徳島医学専門学校および同附属病院が移転し、翌 1948
年に徳島医科大学および同附属病院となった。1949 年には国立大学徳島大学および同附属病院が
設置された。また、陸軍病院跡には徳島県立中央病院、練兵場跡に蔵本公園・賀茂名中学校、実弾
射撃場跡に徳島県立林業試験場（林業総合技術センター）が置かれることとなった（ふるさと徳島
編集員会編 1991）。
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4 第３節　歴史的環境
第４節　既往の調査
　庄・蔵本遺跡では、1982（昭和 57）年の徳島県教育委員会による体育館器具庫新営に伴う第１次
調査を嚆矢とし、2013 年２月までに計 29 次、35,000 ㎡以上の発掘調査が実施されている（第１表）。
本遺跡では縄文時代から近現代にいたる遺構・遺物が検出されており、なかでも弥生時代前期の初期
農耕集落の調査成果は特筆される。
　まず、当該期の墓域が本遺跡南半の西と東にわかれ分布することがわかっている（中村 2002）。と
くに西側では、計 20 基以上の石棺墓・配石墓・土壙墓・土器棺墓が列状に配された状況が明らかに
された（第６次調査、北條編 1998）。生産域については、水田が複数地点で検出されており（第 17・
19・24・28 次調査）、東に隣接する南蔵本遺跡までこれが広がることがわかっている（近藤編 2014）。
また、本遺跡南半を東流する旧河道（第５・13・15・16・27 次調査）と、ここから分岐する用水路網（第
５・９・10・13・15・16・26・27・29 次調査など）や井堰（第５・13 次調査）が検出され、水田へ
の水の供給システムも判明しつつある。さらに、本遺跡では畝を伴う畠（第 20 次調査、中村 2009b）
が確認された点は特筆される。弥生時代前期の畠は全国的にも稀な事例である。第 27 次調査でも畝
状の遺構が検出され（端野ほか 2015）、出土した炭化種実の同定・年代測定や土壌の軟 X 線写真解析
により、畠か否かについて慎重に検証を進めている。
　居住域については、本遺跡で土坑群（第１～３・15 次調査）が検出されているものの、明確な住
居址は未検出である。ただし、南に隣接する南蔵本遺跡で、当該期の住居址が数基検出されており（徳
島市教育委員会 1989、中村 1998・2002 など）、遺跡の南側の眉山北麓に居住域の存在が想定されている。
また、当該期の植物種実や木製品を良好な状態で検出した点は、考古学だけではなく植物学的にもき
わめて重要な成果といえる（北條編 1998、中村 2009b・2010c、端野ほか 2015 など）。
　一方、遅くとも前期末・中期初頭になると、洪水起源砂層によって本遺跡の大部分が覆われている
状況が確認されている（中村編 2011 など）。弥生時代前期末・中期初頭から中世にかけては、地層の
堆積状況により、各時代の遺構面を個別に検出するのは困難な状況である。そのため、当該期につい
ては遺跡の全体像を把握することは難しいが、時期別に注目される遺構・遺物を概観する。
　弥生時代中期後葉前後の四隅が切れる方形周溝墓が確認されている（第２・13・16・20・27 調査、
定森・中村編 2005、中村 2009b、端野ほか 2015 など）。また、鉄器生産に関して、弥生時代終末期
の鍛冶関連遺構をはじめ、鞴の羽口、鉄器、スラグ、石製の鉄槌や砥石が出土している（第 16・18
次調査、中村 2003）。後期後葉から終末期に位置づけられる一〇（形）土坑を伴う住居址や、突線
紐式銅鐸片（第 27 次調査、端野ほか 2015）、異体字銘帯鏡片が出土している（第 17 次調査、中村
2000）。
　古墳時代前期については、布留式期前後の住居址や井戸（第２次調査、定森・中村編 2005）、同中
期は溝や井戸が確認されている（第９次調査、北條編 1998）。古代には、掘立柱建物や墨書土器、木
製祭祀具、石帯などが出土しており、本遺跡周辺を郡衙である名東郡に比定する説の根拠とされる。
また、東西正方向にのびる古代の溝が検出されており、これらは条里地割に伴う可能性がある（第
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第２図　庄・蔵本遺跡の既往調査地点と本書報告地点の位置
㹌
㸰
㸯
㸱
㸲
㸳
㸴
㸵
㸶
㸷






















㸶
㸯㸬య⫱㤋ჾලᗜ᪂Ⴀ
㸰㸬య⫱㤋᪂Ⴀ
㸱㸬ㄢእάືඹ⏝᪋タ᪂Ⴀ
㸲㸬་Ꮫ㒊⮫ᗋㅮ⩏Ჷ᪂Ⴀ
㸳㸬ື≀ᐇ㦂᪋タ᪂Ⴀ
㸴㸬㟷⸛఍㤋㸦ྠ❆఍㤋㸧᪂Ⴀ
㸵㸬་⒪ᢏ⾡▷ᮇ኱Ꮫᰯ⯋᪂Ⴀ
㸶㸬㛗஭グᛕ࣮࣭࣍ࣝ
⸆Ꮫ㒊ᐇ㦂◊✲Ჷ᪂Ⴀ
㸷㸬་⒪ᢏ⾡▷ᮇ኱Ꮫᰯ⯋ቑ⠏
㓝⣲⛉Ꮫ◊✲ࢭࣥࢱ࣮᪂Ⴀ
05,࣭&7⿦⨨Ჷ᪂Ⴀ
㝃ᒓᅗ᭩㤋ⶶᮏศ㤋ቑ⠏
ᮾ⑓Ჷ᪂Ⴀ㸦⑓ᲷϨᮇ㸧
་⸆㈨※ᩍ⫱◊✲ࢭࣥࢱ࣮᪂Ⴀ
ඹྠ⁁タ⨨
ࢤࣀ࣒ᶵ⬟◊✲ࢭࣥࢱ࣮᪂Ⴀ
୰ኸデ⒪Ჷ᪂Ⴀ
ࢤࣀ࣒ᶵ⬟◊✲ࢭࣥࢱ࣮ቑ⠏
་Ꮫ⣔⥲ྜᐇ㦂◊✲Ჷϩᮇᨵಟ
す⑓Ჷ᪂Ⴀ
་Ꮫ⣔⥲ྜᐇ㦂◊✲ᲷϪᮇᨵಟ
ࠉ㸦5,Ჷ᤼Ỉฎ⌮タഛ㸧
す⑓Ჷ᪂Ⴀࡑࡢ௚㟁Ẽタഛ ᮏ᭩ሗ࿌ᆅⅬ
᪤ ㄪᰝᆅⅬ
㐃⤡ᶫᘓタ
⸨஭⠇㑻グᛕ་⛉Ꮫࢭࣥࢱ࣮᪂Ⴀ
㝃ᒓᅗ᭩㤋ⶶᮏศ㤋ቑ⠏ϩᮇ
኱ሯㅮᇽᨵಟ
❧య㥔㌴ሙ᪂Ⴀ
እ᮶デ⒪Ჷ᪂Ⴀ
Ꮫ⏕ᨭ᥼ࢭࣥࢱ࣮ᨵಟ
  P
6 第４節　既往の調査
第１表　庄・蔵本遺跡既往調査一覧表
ㄪᰝ
ḟᩘ ㄪᰝᆅⅬ ᖺᗘ ㄪᰝᮇ㛫 ㄪᰝ୺య
ㄪᰝᢸᙜ⪅
㸦ۑࡣㄪᰝ୺௵㸧
㠃✚
㸦੍㸧 ᩥ⊩
 య⫱㤋ჾලᗜ᪂Ⴀ  ᖺ᭶᪥㹼ᖺ᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ┴ᩍ⫱ጤဨ఍
ᓥᕠ㈼஧⛅ᒣᾈ୍
࡯࠿  ୰ᮧ⦅
 య⫱㤋᪂Ⴀ  ᖺ᭶୰᪪㹼ᖺ᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ┴ᩍ⫱ጤဨ఍
⚟ᐙΎྖஂಖ⬥⨾
ᮁ࡯࠿ 
ᐃ᳃࣭୰ᮧ⦅
୰ᮧ⦅

 ㄢእάືඹ⏝᪋タ᪂Ⴀ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ┴ᩍ⫱ጤဨ఍
⚟ᐙΎྖஂಖ⬥⨾
ᮁ࡯࠿  ୰ᮧ⦅
 ་Ꮫ㒊⮫ᗋㅮ⩏Ჷ᪂Ⴀ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ┴ᩍ⫱ጤဨ఍
ᯇỌఫ⨾኱㇂Ὀஂ
࡯࠿  ୰ᮧ⦅
 ື≀ᐇ㦂᪋タ᪂Ⴀ  ᖺ᭶᪥㹼ᖺ᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ┴ᩍ⫱ጤဨ఍
ᯇỌఫ⨾኱㇂Ὀஂ
࡯࠿  ୰ᮧ⦅
 㟷⸛఍㤋㸦ྠ❆఍㤋㸧᪂Ⴀ 
ᖺ᭶᪥㹼
ᖺ᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ
ᒸෆ୕┾Ἑ㔝㞝ḟ
࡯࠿  ໭ᲄ⦅
 ་⒪ᢏ⾡▷ᮇ኱Ꮫᰯ⯋᪂Ⴀ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ┴ᩍ⫱ጤဨ఍
⩚ᒣஂ⏨ஂಖ⬥⨾
ᮁ࡯࠿  ୰ᮧ⦅

㛗஭グᛕ࣮࣭࣍ࣝ
⸆Ꮫ㒊ᐇ㦂◊✲Ჷ
᪂Ⴀ
 ᖺ᭶᪥㹼ᖺ᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ᒸෆ୕┾᱓ཎஂ⏨  ໭ᲄ⦅
 ་⒪ᢏ⾡▷ᮇ኱Ꮫᰯ⯋ቑ⠏ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ᮾ₻ۑ໭ᲄⰾ㝯  ໭ᲄ⦅
 㓝⣲⛉Ꮫ◊✲ࢭࣥࢱ࣮᪂Ⴀ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ᮾ₻ۑ໭ᲄⰾ㝯  ໭ᲄ⦅
 05,࣭&7⿦⨨Ჷ᪂Ⴀ  ᖺ᭶᪥㹼ᖺ᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ᮾ₻ۑ໭ᲄⰾ㝯 
+3࡟ᴫせሗ࿌
᭩ࢆᥖ㍕
 㝃ᒓᅗ᭩㤋ⶶᮏศ㤋ቑ⠏ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ᮾ₻ۑ໭ᲄⰾ㝯 
+3࡟ᴫせሗ࿌
᭩ࢆᥖ㍕
 ᮾ⑓Ჷ᪂Ⴀ㸦⑓ᲷϨᮇ㸧
㹼

ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧㸪
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧
ᚨᓥ኱Ꮫ ᮾ₻ۑ໭ᲄⰾ㝯  +3࡟ᴫせሗ࿌᭩ࢆᥖ㍕
 ་⸆㈨※ᩍ⫱◊✲ࢭࣥࢱ࣮᪂Ⴀ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ᮾ₻ۑᶫᮏ㐩ஓ 
+3࡟ᴫせሗ࿌
᭩ࢆᥖ㍕
 ඹྠ⁁タ⨨ ࣭
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧㸪
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧
ᚨᓥ኱Ꮫ ໭ᲄⰾ㝯ᶫᮏ㐩ஓۑ୰ᮧ㇏ 
+3࡟ᴫせሗ࿌
᭩ࢆᥖ㍕
 ࢤࣀ࣒ᶵ⬟◊✲ࢭࣥࢱ࣮᪂Ⴀ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ
໭ᲄⰾ㝯㸪ۑᶫᮏ㐩
ஓ୰ᮧ㇏ 
+3࡟ᴫせሗ࿌
᭩ࢆᥖ㍕
 ୰ኸデ⒪Ჷ᪂Ⴀ  ᖺ᭶᪥㹼ᖺ᭶㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ໭ᲄⰾ㝯ۑ୰ᮧ㇏ 
+3࡟ᴫせሗ࿌
᭩ࢆᥖ㍕
 ࢤࣀ࣒ᶵ⬟◊✲ࢭࣥࢱ࣮ቑ⠏ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ໭ᲄⰾ㝯ۑ୰ᮧ㇏ 
+3࡟ᴫせሗ࿌
᭩ࢆᥖ㍕
 ་Ꮫ⣔⥲ྜᐇ㦂◊✲Ჷϩᮇᨵಟ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ
ᐃ᳃⚽ኵۑ୰ᮧ㇏
୰ཎィ  ୰ᮧD
 す⑓Ჷ᪂Ⴀ  ᖺ᭶᪥㹼ᖺ᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ
ᐃ᳃⚽ኵۑ୰ᮧ㇏
୰ཎィ 
୰ᮧE࣭
F

་Ꮫ⣔⥲ྜᐇ㦂◊
✲ᲷϪᮇᨵಟ㸦5,
Ჷ᤼Ỉฎ⌮タഛ㸧
 ᖺ᭶᪥㹼ᖺ᭶᪥㸦㐌㛫㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ
ᐃ᳃⚽ኵۑ୰ᮧ㇏
୰ཎィ  ୰ᮧD
 す⑓Ჷ᪂Ⴀࡑࡢ௚㟁Ẽタഛ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ᐃ᳃⚽ኵۑ୰ᮧ㇏  ୰ᮧE
 㐃⤡ᶫᘓタ  ᖺ᭶᪥㹼ᖺ᭶᪥㸦㐌㛫㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ۑ୰ᮧ㇏㐲㒊ៅ 
+3࡟ᴫせሗ࿌
᭩ࢆᥖ㍕
 ⸨஭⠇㑻グᛕ་⛉Ꮫࢭࣥࢱ࣮᪂Ⴀ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ۑ୰ᮧ㇏㐲㒊ៅ  ᮏ᭩
 㝃ᒓᅗ᭩㤋ⶶᮏศ㤋ቑ⠏ϩᮇ 
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦㐌㛫㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ ۑ୰ᮧ㇏㐲㒊ៅ  ᮏ᭩
 ኱ሯㅮᇽᨵಟ  ᖺ᭶᪥㹼ᖺ᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ
୰ᮧ㇏ۑ㐲㒊ៅ
ᒣཱྀ㞝἞  ᮏ᭩
 ❧య㥔㌴ሙ᪂Ⴀ ࣭
ᖺ᭶᪥㹼ᖺ
᭶᪥㸦࠿᭶༙㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ
୰ᮧ㇏㐲㒊ៅ
ۑᒣཱྀ㞝἞  ➃㔝࡯࠿
 እ᮶デ⒪Ჷ᪂Ⴀ  ᖺ᭶᪥㹼ᖺ᭶᪥㸦࠿᭶༙㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ
୰ᮧ㇏ۑ㐲㒊ៅ
ᒣཱྀ㞝἞  ᮏ᭩
 Ꮫ⏕ᨭ᥼ࢭࣥࢱ࣮ᨵಟ 
ᖺ᭶᪥㹼
ᖺ᭶᪥㸦࠿᭶㸧 ᚨᓥ኱Ꮫ
ۑ୰ᮧ㇏㐲㒊ៅ
ᒣཱྀ㞝἞  ᮏ᭩
第１章　地理的・歴史的環境と既往の調査 7
２次調査、定森・中村編 2005）。近世は水田や溝、井戸、暗渠（第 11 次調査など）、木棺墓（第 10
次調査、北條編 1998）などが検出されている。近現代においては、前節でみたように旧日本軍や病
院の建造物が立地したことや、この一帯が戦災にあったことが知られており、実際に発掘調査でもこ
れらに関連する遺構や遺物がみつかっている。
第５節　本書報告地点と遺構名について
　本書では、2011・2012 年度に実施した第 24 ～ 26・28・29 次調査の計５地点について報告を行った。
各調査地点の調査にいたる経緯・調査体制、調査成果については、次章以降に詳述した。
　なお、遺構名について、本書では調査時のものに改変を加えたため、第２表に遺構名対照表を付した。
（三阪一徳）
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